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第第 １ 測 定 結 果 の 概 要

福島県が平成３０年度第１四半期（平成３０年４月～６月）に実施した原子力発電所周辺の環境放射

能測定結果は以下に示すとおりです。東京電力ホールディングス(株)福島第一原子力発電所の事故によ

る影響を受けた空間線量率や環境試料については、一部を除いて事故前の測定値の範囲を上回っていま

すが、年月の経過とともに減少する傾向にありました。

１ 空間放射線

〇 空間線量率については、今期の測定値（月間平均値 0.067～8.75 μGy/h）は事故前の測定値の範

囲（月間平均値 0.033～0.054 μGy/h）を上回っていますが、年月の経過とともに減少する傾向に

ありました。

〇 空間積算線量（９０日換算値）については、今期の測定値（0.21～22 mGy）は事故前の測定値

の範囲（0.10～0.14 mGy）を上回っていますが、年月の経過とともに減少する傾向にありました。 

【町別の空間線量率及び空間積算線量】

※ 空間線量率と空間積算線量の測定地点は同一とは限りません。詳細な地点は p.9 図２－１ 環

境放射能等測定地点を参照して下さい。

浪江町

空間線量率：0.080～1.17 μGy/h 

空間積算線量：0.31～15 mGy 

大熊町

空間線量率：1.14～8.75 μGy/h 

空間積算線量：0.39～22 mGy 

楢葉町

空間線量率：0.067～0.254 μGy/h 

空間積算線量：0.22～0.40 mGy 

双葉町

空間線量率：0.404～5.13 μGy/h 

空間積算線量：0.94～2.4 mGy 

富岡町

空間線量率：0.155～0.402 μGy/h 

空間積算線量：0.45～3.4 mGy 

広野町

空間線量率：0.087～0.092 μGy/h 

空間積算線量：0.21～0.26 mGy 
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２２ 環境試料の核種濃度

〇 大気浮遊じん、降下物、土壌、上水、海水、海底土、松葉の７品目の多くの試料からセシウム-
134 及びセシウム-137 が検出され、事故前の測定値の範囲を上回りましたが、事故直後と比較する

と大幅に低下しており、前四半期と比較すると概ね横ばい傾向にあります。

上水の一部から放射性セシウムが検出されていますが、摂取基準である 10Bq/kg(10Bq/L)を大き

く下回っています。また、土壌の一部からコバルト-60 及びアンチモン-125 が検出されました。 
〇 大気中水分、上水の試料からトリチウムが検出されました。

〇 土壌、上水、海水、海底土の多くの試料からストロンチウム-90 が検出され、事故前の測定値の

範囲を上回った試料がありましたが、事故直後と比較すると大幅に低下しており、前四半期と比較

すると概ね横ばい傾向にあります。

〇 土壌、海水、海底土の試料からプルトニウムが検出されましたが、事故前の測定値と同程度でし

た。

【町別の大気浮遊じん及び降下物のセシウム-137 濃度】 
※ 大気浮遊じんと降下物の採取地点は同一とは限りません。詳細な地点は p.11 図２－３ 環境試

料採取地点を参照して下さい。

浪江町

大気浮遊じん：ND～0.11 mBq/m3 

降下物：8.8～61 Bq/m2 

大熊町

大気浮遊じん：0.022～0.33 mBq/m3 

降下物：30～130 Bq/m2 

楢葉町

大気浮遊じん：ND～0.14 mBq/m3 

双葉町

大気浮遊じん：0.059～0.52 mBq/m3 

降下物：79～160 Bq/m2

富岡町

大気浮遊じん：ND～0.12 mBq/m3 

降下物：5.3～14 Bq/m2 
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【町別の土壌及び上水のセシウム-137 濃度】（－は今期測定対象外） 
  ※ 土壌と上水の採取地点は同一とは限りません。詳細な地点は p.11 図２－３ 環境試料採取地点

を参照して下さい。 

 
 【海水及び海底土のセシウム-137 濃度】 

 

浪江町 

土壌：940 Bq/kg 乾 

上水：0.001 Bq/L 

大熊町 

土壌：220,000 Bq/kg 乾 

楢葉町 

土壌：120 Bq/kg 乾 

上水：ND 

双葉町 

土壌：41,000 Bq/kg 乾 

富岡町 

土壌：87 Bq/kg 乾 

上水：ND 

広野町 

土壌：500 Bq/kg 乾 

上水：0.003 Bq/L 

第一（発）北放水口 

海水：0.011~0.023 Bq/L 

海底土：280 Bq/kg 乾 

第一（発）取水口 

海水：0.010～0.086 Bq/L 

海底土：360 Bq/kg 乾 

第一（発）南放水口 

海水：0.013～0.024 Bq/L 

海底土：230 Bq/kg 乾 

双葉・前田川沖 2km 

海水：0.005～0.010 Bq/L 

海底土：40 Bq/kg 乾 

第一（発）沖合 2km 

海水：0.008～0.019 Bq/L 

海底土：32 Bq/kg 乾 

夫沢・熊川沖 2km 

海水：0.007～0.014 Bq/L 

海底土：34 Bq/kg 乾 
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17 17 3
連続

全α全β
51

25 25 3 75

5 5 3 毎月 15

10 10 3 毎月 30

年2回 15

年1回 15 15 15

年4回 11 11

年1回 11 11

6(*1) 6(*1) 3 毎月 18 18 18 18 18

年4回 2 2 2

年1回 2 2

6(*1) 6(*1) 1 年4回 6 6 6

年4回 2

年1回 2 2

15 15 1 年4回 15 15

*1　東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所周辺海域

*2　東京電力ホールディングス（株）福島第二原子力発電所周辺海域

7 7 3 21

1 1 3 3

2 2 3 毎月 6

7 7 7 7 7

1 1 1

2 2 1 2 2

1 1 1 1 1

1 0 0 年1回 0 0 0 0 0

1 0 0 年1回 0 0 0

5 5 1 年4回 5 5

年1回

1 年1回

15

11

2(*2)

2(*2)

1

1

1

1

毎月

39 39

6464

空 間 線 量 率 3 3

毎月

15

13

2(*2)

2(*2)

空 間 線 量 率

空 間 積 算 線 量
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第第 ４ 測 定 結 果

４－１ 空間放射線

４－１－１ 空間線量率

東京電力ホールディングス株式会社福島第一原子力発電所から半径 5km 未満の地域（以下「1F 近

傍」という。）で 8 地点、福島第一原子力発電所から概ね半径 5km 以上 30km 未満及び福島第二原

子力発電所から概ね半径 30km 未満の地域（以下「1F・2F 周辺」という。）で 31 地点、福島第一及

び第二原子力発電所からそれぞれ 30km 以上離れた地域（以下「比較対照地点」という。）で 3 地点、

計 42 地点で空間線量率を常時測定しました。各地点の測定結果は以下の通りです。詳細な測定値は

29～31、46 ページを参照。 

（１） 月間平均値

各測定地点における月間平均値は、福島第一原子力発電所の事故（以下「事故」という）の影響に

より依然として事故前の月間平均値を上回っていますが、全体として年月の経過とともに減少する

傾向にありました。事故直後の最大値と今期の測定値の最大値を比較すると、減少率の高い順から

1F・2F 周辺、比較対象地点、1F 近傍でした。今期の測定値は、いずれの月も数値の高い順から 1F
近傍、1F・2F 周辺、比較対照地点でした。 

各地点の空間線量率の月間平均値  （単位：nGy/h） 
測定

エリア

測定

地点数

各地点の月間平均値の範囲 過去の月間平均値(*1) 
4 月 5 月 6 月 H26～ 事故直後 事故前

1F 
近傍

8 
419～8,750 408～8,420 404～8,280 420～ 

18,341 
910～ 

176,000 
33～54 

事故直後の最大値と比較すると今期最大値は約 1/20 に減少 

1F･2F
周辺

31 
46～1,170 46～1,170 45～1,160 45～ 

2,547 
117～ 

58,454 事故直後の最大値と比較すると今期最大値は約 1/50 に減少

比較対

照地点
3 

63～133 63～132 62～134 63～ 
220 

181～ 
3,716 

39～42 
事故直後の最大値と比較すると今期最大値は約 1/28 に減少

（注）＊1「過去の月間平均値」の期間（次項以降も同じ） 

H26～：平成 26 年度から前四半期まで。 

事故直後：事故後（平成 23 年 3 月 11 日以降）から平成 25 年度まで。 

事故前：平成 13 年度から事故前（平成 23 年 3 月 10 日以前）まで。 

なお、測定地点数は年度により異なる。
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（２） １時間値の変動状況

各測定地点における１時間値は、降雨等の影響による変動があるものの、発電所等に由来すると思

われる大きな変動はありませんでした。

なお、１時間値は降雨による影響により、およそ 300nGy/h 以下の低線量地域では一時的に上昇

し、およそ 300nGy/h を超える高線量地域では一時的に低下するという傾向が見られます。 

各地点の空間線量率の最大値（１時間値）  （単位：nGy/h） 
測定

エリア

測定

地点数

各地点の最大値の範囲 過去の最大値

4 月 5 月 6 月 H26～ 事故直後 事故前

1F 
近傍

8 
427～9,000 423～8,830 416～8,610 

18,578 1,018,174 

157 
事故直後の最大値と比較すると今期最大値は約 1/113 に減少

1F･2F 
周辺

31 
59～1,220 67～1,220 55～1,240 

2,674 1,591,066 
事故直後の最大値と比較すると今期最大値は約 1/1284 に減少

比較対

照地点
3 

75～146 76～152 68～140 
232 9,956 88 

事故直後の最大値と比較すると今期最大値は約 1/65 に減少

４－１－２ 空間積算線量

1F 近傍で 7 地点、1F・2F 周辺で 57 地点、計 64 地点で空気中の放射線量を測定しました。詳

細な測定値は 32～34 ページを参照。 
90 日換算値は、事故の影響により事故前の測定値の範囲を上回っていますが、年月の経過ととも

に減少する傾向にありました。

空間積算線量の 90 日換算値 （単位：mGy／90 日） 

測定

エリア

測定

地点数

測定値 過去の測定値

（平成 30 年 4 月 12 日～ 

平成 30 年 7 月 5 日） 
H26～ 事故直後 事故前(*1) 

1F 近傍 7 
0.94～22 

0.93～45 2.38～137.79 

0.10～0.14 

事故直後の最大値と比較すると

今期最大値は約 1/6 に減少 

1F･2F 周辺 57 
0.16～15 

0.16～31 0.18～35.84 事故直後の最大値と比較すると

今期最大値は約 1/2 に減少 

（注）＊1 事故前：事故前から測定していた 20 地点における平成 15 年度第 1 四半期から平成 22 年度第 3 四半期まで。 
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４４－２ 環境試料

４－２－１ 大気浮遊じんの全アルファ放射能及びベータ放射能

1F 近傍で 3 地点、1F・2F 周辺で 14 地点、計 17 地点で全アルファ放射能及び全ベータ放射能の

連続測定を実施しました。詳細な測定値は 35～36 ページを参照。 

（１） 月間平均値

全アルファ放射能及び全ベータ放射能の月間平均値は、発電所からの距離に関係なく、いずれも事

故前の月間平均値と同程度であり、事故の影響による測定値の変動は見られませんでした。

各地点の大気浮遊じんの月間平均値  （単位：Bq/m3） 

測定項目
測定

エリア

測定

地点数

各地点の月間平均値の範囲 過去の月間平均値

4 月 5 月 6 月 H26～ 事故直後 事故前

全

アルファ

放射能

1F 
近傍

3 
0.016～ 

0.018 
0.017～ 

0.018 
0.017～ 

0.018 
0.004～ 

0.059 
0.007～ 

0.039 0.007～ 
0.076 1F･2F 

周辺
14 

0.010～ 
0.048 

0.012～ 
0.047 

0.014～ 
0.052 

0.003～ 
0.088 

0.009～ 
0.046 

全

ベータ

放射能

1F 
近傍

3 
0.036～ 

0.077 
0.036～ 

0.078 
0.037～ 

0.080 
0.022～ 

0.16 
0.025～ 

0.22 0.018～ 
0.12 1F･2F 

周辺
14 

0.034～ 
0.091 

0.037～ 
0.084 

0.036～ 
0.087 

0.017～ 
0.12 

0.030～ 
2.0 

（２） 変動状況

全アルファ放射能及び全ベータ放射能の最大値は事故前の最大値を下回りました。また、全アルフ

ァ・全ベータ放射能に良い相関が見られていることから、変動の要因は自然放射能の影響によるもの

と考えられ、事故の影響による測定値の変動は見られませんでした。なお、巻末のグラフ集(61～69
ページ)に相関図を示しております。 

各地点の大気浮遊じんの最大値  （単位：Bq/m3） 

測定項目
測定

エリア

測定

地点数

各地点の最大値の範囲 過去の最大値

4 月 5 月 6 月 H26～ 事故直後 事故前

全

アルファ

放射能

1F 
近傍

3 
0.091～ 

0.12 
0.077～ 

0.095 
0.084～ 

0.099 0.21 0.19 
0.58 

1F･2F 
周辺

14 
0.065～ 

0.30 
0.060～ 

0.25 
0.066～ 

0.27 0.37 0.34 

全

ベータ

放射能

1F 
近傍

3 
0.14～ 

0.37 
0.13～ 

0.30 
0.13～ 

0.32 0.51 1.3 
0.78 

1F･2F 
周辺

14 
0.11～ 

0.41 
0.12～ 

0.39 
0.11～ 

0.38 0.49 54 
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４４－２－２ 環境試料の核種濃度（ガンマ線放出核種）

今期間に測定した環境試料は、大気浮遊じんが 49 地点 147 試料、降下物が 12 地点 36 試料、土

壌が 22 地点 22 試料、上水が 13 地点 13 試料、海水が 8 地点 20 試料、海底土が 8 地点 8 試料、松

葉が 20 地点 20 試料の 7 品目で合計 266 試料でした。詳細な測定値は 37～40、42～45、47、49～
50 ページを参照。 
全 7 品目の 100 試料からセシウム-134 が、全 7 品目の 198 試料からセシウム-137 が検出され、

事故の影響により多くの試料で事故前の測定値の範囲を上回りましたが、事故直後と比較すると大

幅に低下しており、前四半期と比較すると概ね横ばい傾向にあります。

上水の一部からセシウム-134 及びセシウム-137 が検出されていますが、摂取基準である

10Bq/kg(10Bq/ )を大きく下回っています。また、土壌の一部からコバルト-60 及びアンチモン-125
が検出されました。

環境試料のガンマ線放出核種濃度

試 料 名 核種 採取エリア
地点

数
測定値

過去の測定値

H26～ 事故直後 事故前

大 気 浮 遊

じ ん

( m B q / m 3 ) 

Cs-134 
1F 近傍 7 ND～0.057 ND～1.8 0.072～38 

ND 
1F･2F 周辺 35 ND～0.016 ND～0.65 ND～1,100 
比較対照地点 7 ND ND～0.13 ND～8.2 －

Cs-137 
1F 近傍 7 0.022～0.52 ND～5.2 0.14～39 

ND 
1F･2F 周辺 35 ND～0.15 ND～2.1 ND～990 

比較対照地点 7 ND～0.059 ND～0.45 ND～10 －

降 下 物

( B q / m 2 

( M B q / k m 2 ) )

Co-60 
1F 近傍 2 ND ND～0.54 ND 

ND 
1F･2F 周辺 8 ND ND ND 
比較対照地点 2 ND ND ND ND 

Cs-134 
1F 近傍 2 3.1～16 ND～1,200 76～5,000,000 

ND 
1F･2F 周辺 8 0.088～6.9 ND～110 ND～940,000 
比較対照地点 2 ND～1.8 ND～180 ND～140,000 ND 

Cs-137 
1F 近傍 2 30～160 21～4,300 170～5,600,000 

ND～0.15 
1F･2F 周辺 8 0.89～61 ND～340 ND～1,000,000 
比較対照地点 2 0.23～16 ND～620 ND～150,000 ND～0.093 
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試 料 名 核種 採取エリア
地点

数
測定値

過去の測定値

H26～ 事故直後 事故前

土 壌

( B q / k g 乾 

(事故直後及び

H26 ～ H27 は

Bq/kg 湿))

Co-60 
1F 近傍 2 ND～5.3 ND～4.1 ND 

ND 
1F･2F 周辺 13 ND ND～1.9 ND 
比較対照地点 7 ND ND ND ND

Sb-125 
1F 近傍 2 ND～130 ND ND

ND 
1F･2F 周辺 13 ND ND ND
比較対照地点 7 ND～20 ND～28 ND ND

Cs-134 
1F 近傍 2 4,200～23,000 5,400～49,000 2,700～230,000 

ND 
1F･2F 周辺 13 9.3～2,300 3.1～7,800 32～12,000 
比較対照地点 7 11～250 5.0～690 14～9,200 ND 

Cs-137 
1F 近傍 2 41,000～220,000 20,000～330,000 3,100～310,000 

ND～16 
1F･2F 周辺 13 87～22,000 27～52,000 75～26,000 
比較対照地点 7 120～2,300 37～4,500 18～14,000 ND～30 

上 水

( B q / ℓ ) 

Cs-134 
1F 近傍 － － － －

ND 
1F･2F 周辺 11 ND～0.005 ND～0.062 ND～0.17 
比較対照地点 2 ND ND～0.002 ND ND

Cs-137 
1F 近傍 － － － －

ND 
1F･2F 周辺 11 ND～0.039 ND～0.18 ND～0.29 
比較対照地点 2 ND～0.007 ND～0.011 ND ND

海 水

( B q / ℓ ) 

Cs-134 

1F 放取水口 3 ND～0.009 ND～0.35 ND～2.4 
ND 1F 沖合 3 ND ND～0.067 ND～0.094 

2F 放水口 2 ND～0.003 ND～0.012 ND～0.20 
松川浦 1 － ND～0.005 ND ND

Cs-137 

1F 放取水口 3 0.010～0.086 ND～1.1 ND～5.0 
ND～ 
0.003 

1F 沖合 3 0.005～0.019 ND～0.31 ND～0.19 
2F 放水口 2 0.028～0.035 ND～0.12 0.12～0.42 
松川浦 1 － ND～0.028 ND ND～0.002 

（注）「－」は今期測定対象外。
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試 料 名 核種 採取エリア
地点

数
測定値

過去の測定値

H26～ 事故直後 事故前

海 底 土

( B q / k g 乾 ) 

Mn-54 

1F 放取水口 3 ND ND～1.1 ND～1.3 
ND 1F 沖合 3 ND ND ND～0.62 

2F 放水口 2 ND ND ND 
松川浦 1 － ND ND ND

Co-60 

1F 放取水口 3 ND ND～1.0 ND～1.3 
ND 1F 沖合 3 ND ND ND 

2F 放水口 2 ND ND ND 
松川浦 1 － ND ND ND

Cs-134 

1F 放取水口 3 25～38 19～320 120～450 
ND 1F 沖合 3 3.4～3.6 3.1～130 25～72 

2F 放水口 2 6.3～10 7.4～68 47～230 
松川浦 1 － ND～4.4 1.3 ND

Cs-137 

1F 放取水口 3 230～360 140～870 230～1,000 
ND～ 
0.97 1F 沖合 3 32～40 27～630 61～170 

2F 放水口 2 60～100 56～200 100～470 
松川浦 1 － 1.8～13 2.6 ND～2.3 

松 葉

( B q / k g 生 ) 

I-131
1F 近傍 2 ND ND ND～380 ND 

1F･2F 周辺 13 ND ND ND ND 
比較対照地点 5 ND ND ND ND 

Cs-134 
1F 近傍 2 14～75 21～1,200 740～210,000 

ND 
1F･2F 周辺 13 ND～19 ND～280 ND～61,000 
比較対照地点 5 ND～1.2 ND～91 ND～33,000 －

Cs-137 
1F 近傍 2 130～720 160～6,100 1,900～230,000 

ND～1.2 
1F･2F 周辺 13 1.2～190 ND～910 ND～68,000 
比較対照地点 5 ND～11 ND～290 ND～52,000 －

（注）「－」は今期測定対象外。

４４－２－３ 環境試料の核種濃度（ベータ線放出核種）

大気中水分 6地点 18 試料、上水 13地点 13 試料、海水 8地点 20試料の合計 51試料について、

トリチウムの調査を実施しました。詳細な測定値は 41、44、48、50 ページを参照。

このうち、大気中水分 6地点 17 試料、上水 5地点 5試料からトリチウムが検出されました。

土壌 22地点 22 試料、上水 12 地点 12試料、海水 8 地点 20 試料、海底土 8地点 8試料につい

て、ストロンチウム-90 の調査を実施しました。詳細な測定値は 43～45、50 ページを参照。

このうち、土壌 21地点 21 試料、上水 7地点 7試料、海水 6地点 19試料及び海底土 2地点 2試

料からストロンチウム-90 が検出されました。事故前の測定値の範囲を上回った試料がありました

が、事故直後と比較すると大幅に低下しており、前四半期と比較すると概ね横ばい傾向にありま

す。 
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環境試料のベータ線放出核種濃度

試 料 名 核種
採取

エリア

地点

数
測定値

過去の測定値

H26～ 事故直後 事故前

大 気 中

水 分

(mBq/m 3 ) 
H-3

1F 近傍 3 7.0～64 － －
ND～23 

1F･2F 周辺 2 ND～10 － －

比較対照地点 1 5.8～7.4 ND～21 ND～41 ND～12 

土 壌

(Bq/kg 乾) 
Sr-90 

1F 近傍 2 24～57 19～61 15～81 
ND～3.5 

1F･2F 周辺 13 0.22～4.5 ND～17 ND～14 
比較対照地点 7 ND～7.1 ND～16 ND～32 1.8～4.3 

上 水

( B q / ℓ ) 

H-3
1F 近傍 － － － －

ND～1.2 
1F･2F 周辺 11 ND～0.46 ND～0.94 ND～0.96 
比較対照地点 2 ND～0.54 ND～0.85 ND～1.4 ND～1.3 

Sr-90 
1F 近傍 － － － －

0.001～0.002 
1F･2F 周辺 11 ND～0.0012 ND～0.002 ND～0.002 
比較対照地点 1 0.0011 0.001～0.0015 0.001～0.002 0.001～0.002 

海 水

( B q / ℓ ) 

H-3

1F 放取水口 3 ND ND～2.6 ND～6.2 
ND～2.9 1F 沖合 3 ND ND～0.91 ND～0.58 

2F 放水口 2 ND ND～0.86 ND～0.56 
松川浦 1 － ND ND ND～0.46 

Sr-90 

1F 放取水口 3 0.0007～0.013 ND～0.76 0.005～2.9 
ND～0.002 1F 沖合 3 ND～0.0015 ND～0.031 0.001～0.26 

2F 放水口 2 0.0008～0.0011 0.001～0.003 0.033～0.034 
松川浦 1 － 0.001 0.001 0.001～0.002 

海 底 土

(Bq/kg 乾) Sr-90 

1F 放取水口 3 ND～0.22 ND～4.6 ND～1.2 
ND 1F 沖合 3 ND ND～0.71 ND～0.19 

2F 放水口 2 ND ND～0.32 ND～0.21 
松川浦 1 － ND～0.21 ND ND～0.02 

（注）「－」は今期測定対象外。

４４－２－４ 環境試料の核種濃度（アルファ線放出核種）

土壌 22 地点 22 試料、上水 12 地点 12 試料、海水 8 地点 20 試料、海底土 8 地点 8 試料について、

プルトニウム-238 及びプルトニウム-239+240 の調査を実施しました。詳細な測定値は 43～45、50
ページを参照。 

土壌 5 地点 5 試料からプルトニウム-238 が検出されましたが、事故後検出されている測定値と同

程度でした。

また、土壌 16地点 16 試料、海水 6地点 7試料、海底土全試料からプルトニウム-239+240 が検

出されましたが、事故前の測定値と同程度でした。
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環境試料のアルファ線放出核種濃度

試 料 名 核種
採取

エリア

地点

数
測定値

過去の測定値

H26～ 事故直後 事故前

土 壌

(Bq/kg 乾) 

Pu-238 
1F 近傍 2 ND～0.06 ND～0.09 ND～0.03 

ND～0.03 
1F･2F 周辺 13 ND～0.04 ND～0.05 ND～0.05 
比較対照地点 7 ND～0.02 ND～0.03 ND～0.18 ND～0.08 

Pu- 
239+240 

1F 近傍 2 0.07～0.37 0.05～0.37 0.20～0.34 
ND～0.44 

1F･2F 周辺 13 ND～0.35 ND～0.97 ND～0.66 
比較対照地点 7 ND～0.79 ND～1.2 ND～4.8 ND～2.6 

Am-241 
1F 近傍 2 0.02～0.14 0.02～0.18 0.02～0.16 

－
1F･2F 周辺 13 ND～0.12 ND～0.44 ND～0.25 
比較対照地点 1 0.06 0.20～0.41 0.11 －

Cm-244 
1F 近傍 2 ND～0.02 ND～0.02 ND 

－
1F･2F 周辺 13 ND ND ND
比較対照地点 1 ND ND ND －

上 水

( m B q / ℓ ) 

Pu-238 
1F 近傍 － － － －

－
1F･2F 周辺 11 ND ND ND 
比較対照地点 1 ND ND ND －

Pu- 
239+240 

1F 近傍 － － － －
ND 

1F･2F 周辺 11 ND ND ND 
比較対照地点 1 ND ND ND ND

海 水

( m B q / ℓ ) 

Pu-238 

1F 放取水口 3 ND ND～0.010 ND 
－1F 沖合 3 ND ND ND

2F 放水口 2 ND ND ND
松川浦 1 － ND ND －

Pu- 
239+240 

1F 放取水口 3 ND～0.007 ND～0.016 ND～0.014 
ND～0.013 1F 沖合 3 ND～0.007 ND～0.009 ND～0.010 

2F 放水口 2 0.009～0.011 ND～0.020 ND～0.011 

松川浦 1 － ND ND ND～0.012 

海 底 土

(Bq/kg 乾) 

Pu-238 

1F 放取水口 3 ND ND ND
－1F 沖合 3 ND ND～0.01 ND～0.02 

2F 放水口 2 ND ND ND
松川浦 1 － ND ND －

Pu- 
239+240 

1F 放取水口 3 0.36～0.43 0.09～0.41 0.08～0.32 

0.15～0.61 1F 沖合 3 0.21～0.46 0.29～0.61 0.33～0.52 

2F 放水口 2 0.21～0.23 0.14～0.31 0.21～0.25 
松川浦 1 － 0.18～0.31 0.20 0.13～0.40 

（注）「－」は今期測定対象外。
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第第６ 参考資料 

 
６－１ 福島第一原子力発電所における地下水バイパス水等の海域への排出

に伴う海水モニタリング結果（公表資料） 
 
【地下水バイパス水関係】 

県では、福島第一原子力発電所における地下水バイパス水の海域への排出に

際し、南放水口付近（Ｔ－２）の海域において、海水モニタリングを実施してい

ますので、最新の公表資料を添付します。 
測定項目・・・全ベータ放射能、放射性セシウム、トリチウム 
添付資料・・・平成３０年７月２３日公表資料 

 
【サブドレン・地下水ドレン処理水関係】 

県では、福島第一原子力発電所におけるサブドレン・地下水ドレン処理水の海

域への排出に際し、5・6 号機放水口北側（T-1）の海域において、海水モニタリ

ングを実施していますので、最新の公表資料を添付します。 
測定項目・・・全ベータ放射能、放射性セシウム、トリチウム 
添付資料・・・平成３０年９月４日公表資料 
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 県では、福島第一原子力発電所における地下水バイパス水の海域への排出に際

し、環境への影響を確認するため、海水モニタリングを定期的に実施しております。 

 

【調査結果の概要】 

 今回は福島第一原子力発電所南放水口付近（Ｔ－２）の海域１地点における、地

下水バイパス水の海域への排出に伴う海水モニタリングの結果です。 

採取した海水中の放射能濃度（単位：Bq/L）は、全ベータ放射能が 0.02、放射

性セシウムが不検出、トリチウムが 0.45 でした。 

  なお、今回の調査を含め調査開始以降、東京電力の運用目標値及び告示濃度限度
※1及び WHO 飲料水水質ガイドラインを大幅に下回っています。

排出時刻１０時１１分～１７時２７分、排出量１,７３９ｍ3  

採取日時 
全ベータ 

放射能 

放射性セシウム 
トリチウム

Cs-134 Cs-137 合計※2 

6 月 7 日 

10:35 

0.02 

(不検出 

～0.22) 

不検出 

(不検出 

～0.54)

不検出 

(不検出 

～1.6)

不検出 

(不検出 

～2.14) 

0.45 

(不検出 

～8.8)

( )内は初回排出から前回調査分までの放射能濃度の範囲 

 

  

※1 東京電力株式会社福島第一原子力発電所原子炉施設の保安及び特定核燃料物質の防護に関する規則（周辺監視区域外等の濃度限度） 

※2 不検出は 0 として計算 

※3 放射性ストロンチウム(Sr-90)についての値 

 

  （参考） 
全ベータ 

放射能 

放射性セシウム 
トリチウム 

Cs-134 Cs-137 合計 

東京電力の運用目標値 3 1 1 － 1,500 

告示濃度限度※1 30※3 60 90 － 60,000 

WHO 飲料水水質ガイドライン 10※3 10 10 － 10,000 
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 ※東京電力ホールディングス(株)の測定結果については次のホームページで確認できます。
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 県では、福島第一原子力発電所におけるサブドレン・地下水ドレン処理済み水の

海域への排出に際し、環境への影響を継続的に監視するため、海水モニタリングを

毎月の初回排出時に実施しております。 

 

【調査結果の概要】 

 今回は福島第一原子力発電所北放水口付近（Ｔ－１）の海域１地点における、サ

ブドレン・地下水ドレン処理済み水の海域への排出に伴う海水モニタリングの結果

です。 

採取した海水中の放射能濃度（単位：Bq/L）は、全ベータ放射能が 0.02、放射

性セシウムが 0.14、トリチウムが不検出でした。 

  なお、今回の調査を含め調査開始以降、東京電力の運用目標値及び告示濃度限度
※1及び WHO 飲料水水質ガイドラインを大幅に下回っています。

排出時刻１０時３３分～１３時４８分、排出量４８４ｍ3  

採取日時 
全ベータ 

放射能 

放射性セシウム 
トリチウム

Cs-134 Cs-137 合計※2 

7 月 10 日 

11:00 

0.02 

(0.02 

～0.10) 

不検出 

(不検出 

～0.10)

0.14 

(不検出 

～0.44)

0.14 

(不検出 

～0.51) 

不検出 

(不検出 

～2.3)

( )内は初回排出から前回調査分までの放射能濃度の範囲 

 

  

※1 東京電力株式会社福島第一原子力発電所原子炉施設の保安及び特定核燃料物質の防護に関する規則（周辺監視区域外等の濃度限度） 

※2 不検出は 0 として計算 

※3 放射性ストロンチウム(Sr-90)についての値 

 

  （参考） 
全ベータ 

放射能 

放射性セシウム 
トリチウム 

Cs-134 Cs-137 合計 

東京電力の運用目標値 3 1 1 － 1,500 

告示濃度限度※1 30※3 60 90 － 60,000 

WHO 飲料水水質ガイドライン 10※3 10 10 － 10,000 
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